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1. はじめに 
東日本大震災をはじめとした大規模災害が発生し

た際，被害を最小限に食い止めるには災害発生後の

迅速かつ的確な情報収集・伝達が重要である．東日

本大震災が発生した際には，速報性の高い情報の受

発信が行われるという特徴を有するTwitterが多数の

被災者に利用されたことが判明している[1][2]．この

ような背景のもと，災害時にTwitterを利活用する試

みが多く行われている [3][4][5]．例えば，Micro 
Mappers[3]というプロジェクトでは，視覚的にわか

りやすい災害情報地図を作成する手段の一つとして

Twitterが利用されている． 
情報を地図上に付加するためには位置情報（経緯

度情報）が必要となるが，位置情報が付加されて発

信されるツイートは全体の0.77%に留まっている[6]．
このような背景から,原ら[7]はツイートに含まれる

地名（字・町名）を用いて有益な話題を抽出し，地

図上に展開することを試みている． 
本研究では，大規模災害発生時に帰宅困難者が一

時的に滞在できる施設（一時滞在施設）に関連する

情報をTwitterから抽出し，その情報をわかりやすく

提示するシステムを構築する．構築するシステムで

は，ユーザの現在地付近の一時滞在施設をユーザの

現在地と共に地図上にマッピングし，関連情報（ツ

イート）を提示する．  
 
2. 提案手法 

2.1. 概要 

 提案システムの概要を図 1 に示す．まずユーザの

位置情報（経緯度情報）を取得する．次に，事前に

作成した一時滞在施設データベースに格納されてい

る一時滞在施設とユーザの現在地との 2 点間の距離

をそれぞれの経緯度を用いて計算し，ユーザの現在

地付近の一時滞在施設を抽出する．抽出した一時滞

在施設は，ユーザの現在地と共に地図上に提示する．

また，抽出した一時滞在施設に関連するツイートを

取得し，最新の 3 件分を地図の下部に表示し，ユー

ザに避難情報として提供する． 
 
2.2. ユーザの位置情報取得 
 作成した一時滞在施設データベースからユーザの

近隣にある一時滞在施設を抽出するために，ユーザ

の位置情報（現在地の経緯度）を取得する．本研究

で構築するシステムは，主に外出先での使用を想定

しているため，携帯端末に搭載されている GPS を利

用してユーザの位置情報を取得する．ユーザの位置

情報取得には，Google Geolocation API を用いること

とした． 
 
2.3. 近隣の一時滞在施設の提示 
 ユーザの現在地近隣にある一時滞在施設を提示す

る．本研究における近隣の定義は，多くの自治体が

避難計画で想定している住民の歩行速度 2km/h に基

づき[8]，ユーザが現在地から 1 時間程度で到着可能

な半径 2km 以内にある一時滞在施設を近隣の一時

滞在施設とする． 
 

図 1 システムの概要 
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図 2 情報提供画面の例 

 
 

2.4. 避難支援情報の提供 

 避難支援情報の提供画面の例を図 2 に示す．ユー

ザの位置情報をシステムが把握すると，ユーザの現

在地と半径 2km 以内の一時滞在施設が地図上にマ

ッピングされる（地図の表示には Google Maps API
を利用している）．一時滞在施設のマーカーをクリ

ックすると，地図下部にその施設に関連する最新の

ツイート 3 件が時系列順に提示される．同時に，地

図の右側に現在地から一時滞在施設までのルート案

内が提示される（ルート案内の提示には Google 
Directions API を利用している）．ツイートの取得は，

一時滞在施設の名称とハッシュタグの組み合わせを

クエリとして AND 検索することにより行う．ハッ

シュタグは，避難情報に関連する適切なものを選択

する．例えば，東日本大震災時には，日本語版 Twitter
公式アカウント[9]において，避難情報をツイートす

る際のハッシュタグとして“#hinan”が推奨された．

また，2012 年 12 月 7 日に三陸沖で震度 5 の地震 
が発生した際には，“#避難”が避難情報に付加する

ハッシュタグとして推奨された[10]．今後の震災に

おいても，災害に関連するツイートの取得にはハッ

シュタグが有用であると考えている． 
なお，ユーザの現在地に合わせて一時滞在施設の

位置を地図上に提示するシステムを横浜市がすでに

運用している[11]．「受入可」，「満員」などの情

報が提示される情報提示法については，今後参考に

していきたい． 
 
3. 一時滞在施設データベースの作成 
 一時滞在施設を表す語句が含まれるツイートを抽

出するため，また一時滞在施設を地図上にマッピン

グするため，データベース（以降，一時滞在施設デ

ータベースと呼ぶ）を作成する．このデータベース

は，一時滞在施設とその経緯度がペアで保存されて

いる．まず，東京都内，及び神奈川県内において一

時滞在施設，もしくは避難所と指定されている施設

名（[12][13][14][15]など）とその経緯度情報をデー

タベースに登録した．また，東日本大震災が発生し

た際には，多くの民間施設等が自主的に避難場所と

して開放されたことから，実際の東日本大震災時の

ツイートから「地名」（東京都の 23 区および神奈川

県の市町名）と「開放」が含まれているツイートを

取得し，その中から避難場所として開放されていた

と思われる施設名を選定して，一時滞在施設データ

ベースに登録することとした． 
 なお，一時滞在施設の経緯度情報は，Google 
Geocoding API を適用して取得した．本 API は，住

所（本研究では施設名）を地理座標（経緯度）に変

換する Google Maps API サービスの一種である．  
 
4. 評価実験 

4.1. 実験方法 

 作成した辞書を評価するため，東日本大震災が発

生した 3 月 11 日のツイートデータを使用し，実験を

実施した． 
 評価に用いる正解データは“#hinan”で取得した

ツイートの中から，東京都及び神奈川県で開放され

た避難施設を正解データとした．なお，正解データ

の作成は，3 人が独立して行い，2 人以上が抽出した

施設を正解とした． 
本実験では，正解データと提案手法によって抽出

した一時滞在施設を比較し，適合率，再現率，F 値

を求めることで，提案手法の有用性を検証する．適

合率と再現率を以下に定義する． 
 

 適合率 =
正解データと一致した一時滞在施設数

提案手法によって抽出した一時滞在施設数
 

 

 再現率 =
正解データと一致した一時滞在施設数

正解データの一時滞在施設数
 

 
F 値は適合率と再現率の調和平均である． 
 
4.2. 実験結果と考察 

 本手法により，抽出した一時滞在施設数，正解と

した一時滞在施設数，一致した一時滞在施設数，適

合率，再現率，F 値を表 1 に示す．F 値は 70.0%であ

り，提案手法がある程度有用であることが示された．

ただし，再現率は 60.2%にとどまった．本手法で抽

出できなかった一時滞在施設には，省略形（例えば，

明治大学のことを明大，新宿御苑のことを御苑など

と省略）で書かれたものが多数存在した．そのため，

省略形で呼称されることが多い施設に関して，あら

かじめ辞書に省略形を登録することなどの工夫によ

り，精度が高くなると考えられる． 
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表 1 実験結果 
提案手法によって抽出した 

一時滞在施設数 
170 

正解データの一時滞在施設数 236 
正解データと一致した 

一時滞在施設数 
142 

適合率[%] 83.5 
再現率[%] 60.2 

F 値[%] 70.0 
 

 

5. まとめと今後の課題 
 本研究では，大規模災害発生時に帰宅困難者が一

時的に滞在できる施設（一時滞在施設）に関連する

情報を Twitter から抽出し，その情報をわかりやすく

提示するシステムを構築した． 
今後の課題として，一時滞在施設の抽出率の向上

が挙げられる．一時滞在施設データベースを充実さ

せることにより，この問題の解決を試みる．また，

自治体（平塚市，秦野市，伊勢原市，大磯町）との

連携を予定しており，これら自治体から提供される

情報をシステムに反映させていきたい．  
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